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水溶性 高分子(ポリアクリル酸塩)の洗剤ビルダー性能に関する研 究

○霜鳥 真意子　　 喪藤 昌子( 共立女大)

目的:洗剤に配合されているビルダーは､ 界面活 性剤 の働きを助ける役割を持ち、洗浄の際に欠か

すことの出来ない成 分である。現在、ビルダーにはゼオライトが使われているが、ゼオライトは水不溶

性で､ カルシウムイオン補 足能が必ずしも充分ではない。水溶性高分子ポリカルボン酸塩は、その

カルシウム補足能からビルダーとしての性能が注目されている。しかし､ ポリカルボン酸塩の化学構

造とビルダーとしての性能との関係、並びにビルダーとしての作用機構については未だ明らかにさ

れていない。本研究では､ ポジカルボン酸塩の一つであるポジアクジル酸塩の洗剤ビルダーとしての

性能を調べた。

実験: ポリアクリル酸のホモポリマー､ マレイン酸とのコポリマーを､ 洗剤成分として配合した時の最適

配合量についてターゴトメーターによる洗浄試験を行った。次いで､ 最適配合量における各ポリマー

の洗浄性能を調べた。

結果: 最適配合 量の検討は､ 洗浄力判 定用指標洗剤(JIS K 3362-1998) と同(JIS K 3362-1990)

の２種の配合例について検討した。ホモポリマー、コポリマーともにJIS 洗剤では20  部、旧JIS 洗剤

では40 部が最高の洗浄性能を示した。最適配合 量における各ポリマーの洗浄性能試験では､ 分

子量50000 のコポリマーが最も高い値を示した。
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[目的] フロン代替洗浄剤としてエタノール水溶液の適用の可能性を検討してきた。ス

テンレスメッシュからのカーボン粒子やシリカ粒子あるいはポリエチレンメッシュからの

シリカ粒子の洗浄率とエタノール濃度との関係を調べた結果、エタノール濃度が60% のと

ころで洗浄率が最小になった。この理由を明らかにするために綿布からの粘土粒子の洗浄

性を調べた。

〔方法〕粘土粒子の汚染布を作製した。エタノール水溶液による洗浄率は、反射率法、

蛍光Ｘ線法により算出した。粒子の除去の機構を明らかにするめに、綿布および粘土粒子

のエタノール水溶液中におけるゼータ電位を測定した。 Hamaker 定数を求めるために、

エタノール水溶液の表面張力とｎ－ヘキサンに対する界面張力を測定した。綿布に対する

エタノール水溶液の接触角を測定した。毛細浸透法によって粘土粒子層りヽ のエタノール水

溶液の浸透性とそれからの接触角を求めた。

〔結果〕綿布からの粘土粒子の洗浄性は前と同様に60% の濃度のところで最小になった。

綿布と粘土粒子のゼータ電位の積と洗浄性との相関性は認められなかった。粘土粒子層へ

のエタノールの浸透度とエタノールに対する粘土粒子の接触角との間には相関性が認めら

れた。 60%のところでの浸透性の悪さと接触角の小さいことの理由など今後の課題である。
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